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1　は　じ　め　に

本県で栽培されている特定用途大豆の多くは，6月上旬

から中旬に播種され，収穫期が10月下旬から11月上旬にわ

たる。そのため秋雨による品質の低下をまねくはか，実需

者からの要望の強い11月末までの出荷が困難である。この

ようなことから．本県において平年値で10月20日頃までに

収穫が可能であり，品質や収量の低下をきたさない品種の

検索を早播疎植栽培条件で行った。また，山形県の特定用

途大豆の主な地場産業用途が豆腐加工であることから，青

大豆数品種の豆腐加工適性についても検討した。

2　試　験　方　法

試験は平成4～6年（1992～1994年）に，舌端豆など計

表1　供試品種一覧

青大豆
舌端豆（1）（2）岩手緑　 川崎在来（1）（2） もち豆
じゃこう豆　 信濃青豆　 信濃緑　 ひたし豆

黒大豆 雁食　 黒豆庄内　 信濃早生黒　 丹羽黒　 黒五葉
きなこ駄豆 置賜在来　 赤豆　 黒神

計18　品　種

18品種（表1）を対象とし山形農試（細粒褐色森林土）で

行った。

平成6年度は，平成4～5年度を通して有望と考えられ

た3品種，及び早播疎穂で収量が低下した舌端豆を対照と

し，計4品種の早播疎櫓，標播標植試験区にて群落吸光度

係数を測定した。測定時期は最大繁茂期と考えられる開花

期後25日目とした。

栽培概要は，早播疎植栽培として5月25日前後播種，畝

義2　主な品種の早播槙播間の生育と収量差異（平成4年度，一部5年度も含む）

繭花 成　 熟　 期 成　　 熟　　 期 若美 百 拉 重 子 実 垂 品質
期 H 4　　　 H 5 主茎 主茎 分枝 全重 数 H 4　 H 5 H 4　 H 5 褐 裂
月日 月日　　 月日 長cm 節数 数 k ／且 ／ポ g 短／a 斑 皮

蔓 倒
伏化

7 ．30 10 ．19 10 ．28 9 4 18 ．0 5 ．0 5 0 ．1 3 5 8 3 8 ．6 3 6 ．5 2 5 ．8 3 2 ．0 少 少 中 中

8 ．10 10 ．2 6 1 1 ．0 1 8 6 15 ．0 5 ．0 5 7 ．3 4 0 7 3 5 ．2 3 3 ．5 2 9 ．7 3 3 ．8 少 徽 少 少

8 ．04 10 ．2 5 1 1 ．0 4 7 6 17 ．1 5 ．7 5 7 ．8 4 17 3 8 ．7 4 8 ．5 28 ．6 3 3 ．8 微 微 少 少

8 ．1 1 1 0 ．3 0 1 1 ．0 5 6 9 15 ．4 5 ．2 5 6 ．2 4 5 3 3 6 ．7 4 6 ．2 2 9 ．0 3 1 ．2 徴 微 少 無

8 ．0 7 1 0 ．2 3 1 1 ．0 1 7 4 17 ．1 6 ．7 6 7 ．2 5 2 3 3 4 ．6 4 0 ．6 2 9 ．8 2 7 ．0 無 微 少 中

8 ．14 10 ．2 7 1 1 ．0 3 6 7 1 5 ．7 6 ．7 6 5 ．7 5 5 2 3 2 ．6 3 7 ．2 2 9 ．6 2 8 ．2 無 微 無 無

8 ．04 10 ．16 10 ．28 9 5 18 ．9 6 ．0 68 ．5 4 3 7 3 2 ．7 3 7 ．1 3 0 ．7 3 5 ．2 少 無 多 多

8 ．1 5 10 ．2 0 10 ．3 1 7 9 16 ．1 6 ．4 7 1 ．0 4 8 2 3 0 ．6 3 6 ．1 3 0 ．5 3 6 ．1 少 無 多 中

7 ．3 1 10 ．0 7 10 ．23 8 2 17 ．0 4 ．4 5 4 ．0 3 6 6 3 6 ．3 3 1 ．0 2 2 ．4 3 3 ．5 無 無 少 少

8 ．10 1 0 ．16 10 ．2 7 6 9 15 ．6 6 ．2 6 0 ．7 4 7 6 3 2 ．8 3 0 ．9 2 7 ．8 2 9 ．5 無 無 無 無

7 ．28 1 0 ．0 6 10 ．25 7 8 15 ，2 3 ．8 4 3 ．7 3 0 5 3 9 ．8 4 9 ．6 2 0 ．0 2 8 ．7 り 無 中 少

8 ．08 1 0 ．1 1 10 ．3 0 6 1 13 ．5 4 ．3 5 1 ．1 4 16 3 5 ．4 4 7 ．2 2 6 ．5 2 7 ．1 り 無 微 無

8 ．03 10 ．15 10 ．26 10 1 2 0 ．1 8 ．4 6 7 ．2 4 7 0 3 1 ．5 3 6 ．2 3 0 ．8 2 9 ．7 り 無 少 中

8 ．1 2 10 ．2 0 10 ．3 1 8 1 15 ．8 6 ．2 6 0 ．1 5 0 7 2 8 ．6 3 3 ．8 3 1 ．5 3 0 ．3 ？ 無 微 少

7 ．30 1 0 ．0 7 10 ．22 7 9 17 ．7 4 ．2 6 0 ．0 5 0 1 3 5 ．3 4 0 ．6 3 1 ．8 2 8 ．7 り 無 少 少

8 ．09 1 0 ．13 10 ．28 6 6 14 ．8 3 ．7 5 2 ．4 4 2 2 3 2 ．3 3 9 ．0 2 9 ．6 2 5 ．3 ？ 無 無 微

7 ．2 7 9 ．2 7 10 ．18 5 7 14 ．4 4 ．8 4 3 ．1 2 8 5 4 7 ．8 4 7 ．6 2 1 ．0 3 0 ．9 り 無 微 無

8 ．04 1 0 ．0 5 10 ．24 5 5 14 ．1 5 ．8 5 0 ．7 3 2 5 3 8 ．5 4 3 ．8 26 ．5 2 7 ．5 ワ 無 無 無

8 ．06 10 ．16 1 1 ．0 2 8 2 16 ．5 5 ．6 4 7 ．8 3 7 3 2 2 ．3 2 2 ．7 2 5 ．9 3 0 ．7 ワ 無 少 徴

8 ．16 10 ．2 2 7 8 15 ．3 6 ．6 5 1 ．3 4 3 1 2 1 ．1 2 7 ．3 ワ 無 無 無

7 ．30 10 ．18 10 ．23 6 0 15 ．6 4 ．4 5 1 ．7 4 0 2 3 5 ．4 4 3 ．7 2 5 ．4 2 8 ．7 ワ 無 無 無

8 ．10 1 0 ．2 3 10 ．28 5 7 1 5 ．1 4 ．5 50 ．8 4 17 3 4 ．7 3 9 ．2 2 5 ．7 2 7 ．6 ワ 無 無 無

8 ．0 1 1 0 ．13 10 ．24 6 8 1 7 ．1 6 ．0 58 ．3 6 9 7 2 4 ．0 2 6 ．6 3 1 ．3 4 1．4 無 徽 無 無

8 ．10 1 0 ．17 10 ．29 6 0 1 4 ．9 4 ．4 50 ．1 6 3 2 2 3 ．0 2 7 ．0 2 7 ．1 3 3 ．5 無 無 無 無

豆

豆

注．参考スズユタカは同一圃場のデータで栽植密度は．5／25播種；8．8本／吼　6／17播種；13．3本／ポ。
上段：早播疎櫓，下段：棲播榛椿．一段のものは早播疎植のみ。
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幅75cmX株間20cm，1本立て（5．3～6．9本／ポ）の条件で，

標播標植栽培として6月20日前後播種，畝幅75cmx株間

12．5皿，1本立て（10．7本／ポ）の条件で行った。施肥・

土壌改良資材は，基肥NPK成分が0．25－0．75－1．0，苦土

石灰15，堆肥150（短／a）とした。

豆腐加工適性については，青大豆4品種とスズユタカの

木綿豆階を作成し，山形農試パネラー16人により食味試験

を行った。

3　試験結果及び考察

（1）成熟期

平成4年度，5年度は気象変動が大きく，スズユタカの

成熟期で9日間の変動があった。その中で，平年のスズユ

タカの成熟期10月20日までに安定的な収量を迎えた品種は，

黒豆庄内，信濃早生黒，雁噴，黒五葉，信濃緑．信濃青豆，

置賜在来の7品種であった。この7品種には早生種も含ま

れるが，成熟期が10月下旬以降とされる品種についても，

早播疎植栽培によって成熟期を早めることは可能であった。

（2）収量

全般的に，早播疎樺においては蔓化により着英数が少な

くなる傾向があった。その中で，早播疎穂の収量が標播標

櫓の収量とはば同等かそれ以上（標播対比95％以上）だっ

た品種は．黒豆庄内，信濃早生黒，信濃青豆，川崎在来，

赤豆，もち豆の7品種であった（表2）。平成5年度は標

播標植対比95％以上の品種は，10品種以上にのぼった。こ

れは平成5年度は．日照不足，多雨などで標播標穂でも蔓

化倒伏の傾向があり，着英数が減少したためと考えられる。

（3）ウイルスによる生育障害

ウイルスによる生育障害は．全般的に少程度であり，特

に問題となる品種はみあたらなかった。

（4）品質

平成5年度に黒神で中程度の褐斑粒が出たが，その他の

品種では微～少であり－特に品質上の問題はなかった。裂

皮については早播疎植で百位垂の増加にともない，わずか

にみられる程度で，これも特に問題となる品種はみあたら

なかった。

（5）群落吸光度係数

（1ト（4）の結果から，早播疎植栽培において黒豆庄内・信

濃早生黒・信濃青豆が，スズユタカ平年並以早の成熟期で，

かつ槙播棲櫓に比して，収量・品質の低下のない系統であ

ることがわかった。そこで以上3品種と，早播疎椿で収量

が低下する例として舌端豆を加え，群落吸光度係数を測定

した。黒豆庄内・信濃早生黒・信濃青豆の，群落吸光度係

表3　4品種の群落吸光度係数（平成6年）

品種名
群落吸光度係数 差

早播疎植A　標揺標播B A－B
黒豆庄内　　　　　0．98 0．99　　　－0．01

信濃早生黒　　　　0．73　　　　0．69　　　　0．04
信濃青豆　　　　　0．76　　　　0．71　　　0．05
舌端豆　　　　　　0．98　　　　0．70　　　　0．28

注．最大繁茂期（開花期後25日）に測定

表4　豆腐加工適性及び食味評価（平成6年）

豆腐への加工適性　　豆腐の食味官能値
木綿豆豆乳中国
腐収量形分含有　外観　　味　　触感　総合
（k）率（％）

スわタカ　2．24　　7．35

青端豆　2．80　7．75　－0．75薬　1．06栽　1．19※　0．56

岩手緑　2．15　7．51　－0．81嘉　一0．鮎　－0．81嘉　一0．50

信憑青豆　2．55　7．76　－0．06　1．19業　1．69※　1．00菜

くるみ豆　2．05　7．46　－0．63※　一0．63　－1．31妓　－0．鋼業

注．1）木綿豆腐収量は大豆1kg当たり。
2）※：基準豆腐と有意差あり（5％水準）。
3）食味の際のチェックポイントは次のとおり。
外観…切断面のなめらかさ。
味…甘み，うまみの強さ

（掛、→俸れる，弱い→劣る）。
触感…舌触りがなめらかか，ぼそぼそしていな

いか。
4）官能値はスズユタカを基準とした±3段階評価。

数における早播疎植→標播標植間の差は－0．01－0．05であっ

たが，舌端豆は0．28であった（表3）。黒豆庄内を始め3

品種は，早播疎櫓の群落吸光度係数の増加が舌端豆より小

さく，これが早播疎梅において収量低下をきたさない一因

であると考えられる。

（6）豆腐加工適性について

信濃青豆と青端豆は，外観でスズユタカと比べてやや劣っ

たものの，木綿豆腐収量が多く，味，触感，組合評価で優

れていた。また，きめこまやか，舌触りなめらかなどの概

評も得ており，この2品種は豆腐加工適性の高い青大豆で

あると考えられる。

4　ま　と　め

供試18品種から早播疎植栽培に適応すると考えられたの

は，黒豆庄内，信濃早生黒，信濃舌豆の3品種であった。

山形県におけるこれらの早挿疎植栽培法は，播種期5月下

旬．栽植密度600本／a程度である。また信濃育豆・舌端

豆は，豆腐加工適性に優れていた。
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